
教科等別ワーキンググループ等の議論の進捗状況等（新科目関係）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１＜総論＞

・現在の高等学校の教科・科目構成（全学科共通教科等）

・高等学校の教科･科目構成について（案）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３＜国語＞

・高等学校国語科の現行の課題と改訂の方向性（たたき台）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４＜外国語＞

・高等学校における英語科目の改訂の方向性として考えられる構成（たた

き台）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６＜地理＞

・高等学校学習指導要領における地理科目の改訂の方向性（たたき台案）

・ 地理総合（仮称 」において重視する思考力等と授業イメージ（たたき「 ）

台案）

・高等学校学習指導要領における地理科目の改訂の方向性として考えられ

る構成（たたき台案）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９＜歴史＞

・高等学校学習指導要領における「歴史総合（仮称 」の改訂の方向性とし）

て考えられる構成（たたき台）

・高等学校学習指導要領における歴史科目の改訂の方向性として考えられ

る構成（たたき台）

・高等学校学習指導要領における世界史科目の改訂の方向性として考えら

れる構成（たたき台）

・高等学校学習指導要領における日本史科目の改訂の方向性として考えら

れる構成（たたき台）

平 成 2 8 年 ４ 月 １ ５ 日
教 育 課 程 部 会
教 育 課 程 企 画 特 別 部 会

資料２－４



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３＜公民＞

・ 公共（仮称 」の方向性として考えられる構成（たたき台案）「 ）

・公民科目新設の方向性として考えられる構成（たたき台案）

・高等学校学習指導要領における公民科目の改訂の方向性として考えられ

る構成（たたき台案）

・高等学校学習指導要領における公民科目の改訂の方向性として考えられ

る構成（たたき台案）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９＜数理探究＞

・新科目の基本原理（案）

・育成すべき資質・能力（案）

・新科目の学習過程のイメージ

・新科目の構造について（案）

・実施に当たっての留意事項（案）

・評価の観点（案）

・指導の視点（例）

・新科目に係る全体像

・カリキュラムの難易度等の設定について

・諸条件の整備について

・新科目の位置づけについて（案）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３７＜情報＞

・情報科新科目のイメージ（案）



現
在
の
高
等
学
校
の
教
科
・
科
目
構
成
（
全
学
科
共
通
教
科
等
）

特
別
活
動
は
単
位
数
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
に
年
間

35
単

位
時
間
以
上
、
生
徒
会
活
動
及
び
学
校
行
事
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
実
態
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
授
業
時
数
を
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

平
成
２
７
年
７
月
１
６
日

中
央
教
育
審
議
会

初
等
中
等
教
育
分
科
会

資
料
３
－
４

1



地
理
歴
史

歴
史
総
合
（
仮
称
）

日
本
史
に
関
わ

る
探
究
科
目

（
仮
称
）

世
界
史
に
関
わ

る
探
究
科
目

（
仮
称
）

地
理
総
合

（
仮
称
）

地
理
に
関
わ

る
探
究
科
目

（
仮
称
）

公
民

公
共
（
仮
称
）

倫
理
に

関
す
る

新
選
択
科
目

政
治
･経
済
に

関
す
る

新
選
択
科
目

数
学

数
理
探
究
（
仮
称
）

高
等
学
校
の
教
科
･科
目
構
成
に
つ
い
て
（案
）

総
合
的
な
学
習
の
時
間

・
数
理
探
究
の
新
設
な
ど
の
状
況
も
踏
ま
え
、
高
等
学
校
に
お
け
る
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
活
性
化

へ
向
け
た
改
善
方
策
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
。

国
語

言
語
文
化

（
仮
称
）

論
理
国
語

（
仮
称
）

現
代
の
国
語

（
仮
称
）

…
共
通
必
履
修

情
報

情
報
Ⅰ

（
仮
称
）

情
報
Ⅱ

（
仮
称
）

外
国
語

※
英
語
力
調
査
の
結
果
や
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
の
レ
ベ
ル
、
高
校
生

の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
も
踏
ま
え
検
討
。

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
（
仮
称
）

(４
技
能
統
合
型
)

論
理
・
表
現
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

（
仮
称
）

ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Ⅱ
・
Ⅲ
（
仮
称
）

(４
技
能
統
合
型
)

物
理

基
礎

物
理

化
学

基
礎

化
学

生
物

基
礎

生
物

地
学

基
礎

地
学

科
学
と

人
間
生
活

数
学 Ⅱ数
学 Ⅲ

数
学 Ａ数
学 Ｂ

数
学
Ⅰ

…
選
択
必
履
修

理
科

文
学
国
語

（
仮
称
）

国
語
表
現

（
仮
称
）

古
典
探
究

（
仮
称
）

2



高
等
学
校
国
語
科
の
改
訂
の
方
向
性
（
素
案
） 国
語
総
合

【
共
通
必
履
修
科
目
】

国
語
表
現

現
代
文
Ａ

現
代
文
Ｂ

古
典
Ａ

古
典
Ｂ

≪
現
行
科
目
≫

≪
改
訂
の
方
向
性
（
案
）
≫

【
言
語
文
化
（
仮
称
）
】

上
代
（
万
葉
集
の
歌
が
詠
ま
れ
た
時
代
）
か
ら
近
現
代
に
つ
な
が
る

我
が
国
の
言
語
文
化
へ
の
理
解
・
関
心
を
深
め
る
科
目

・
言
語
の
文
化
的
側
面
（
我
が
国
の
歴
史
の
中
で
創
造
さ
れ
、
上
代

か
ら
近
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
文
化
的
に
高
い
価
値
を
も
つ

言
語
そ
の
も
の
）
へ
の
理
解
・
関
心
を
深
め
、
こ
れ
を
継
承
し
て
い
く

一
員
と
し
て
、
自
身
の
言
語
に
よ
る
諸
活
動
に
生
か
す
能
力

【
現
代
の
国
語
（
仮
称
）
】

実
社
会
・
実
生
活
に
生
き
て
働
く
国
語
の
能
力
を
育
成
す
る
科
目

・
実
社
会
・
実
生
活
に
お
け
る
言
語
に
よ
る
諸
活
動
に
必
要
な
国
語

の
能
力

（
根
拠
に
基
づ
い
て
論
述
し
た
り
議
論
し
た
り
す
る
た
め
に
必
要
な

能
力
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
能
力
の
育
成
に
必
要
と
な
る
、
多
様
な

資
料
等
を
収
集
し
て
解
釈
す
る
能
力
等
）

【
文
学
国
語
（
仮
称
）
】

小
説
、
随
筆
、
詩
歌
、
脚
本
等
に

描
か
れ
た
人
物
の
心
情
や
情
景

等
を
読
み
味
わ
い
、
表
現
の
仕

方
等
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
の
創
作
に
関
わ
る
能
力
を

育
成
す
る
科
目

【
古
典
探
究
（
仮
称
）
】

古
文
・
漢
文
を
主
体
的
に
読
み

深
め
る
こ
と
を
通
し
て
、
我
が
国

の
伝
統
的
な
言
語
文
化
へ
の
理

解
・
関
心
を
深
め
る
科
目

【
論
理
国
語
（
仮
称
）
】

多
様
な
文
章
等
を
、
多
角
的
な

視
点
か
ら
理
解
し
、
創
造
的
に

思
考
し
て
自
分
の
考
え
を
形
成

し
、
論
理
的
に
表
現
す
る
能
力
を

育
成
す
る
科
目

【
国
語
表
現
（
仮
称
）
】

表
現
の
特
徴
や
効
果
を
理
解
し

た
上
で
、
自
分
の
思
い
や
考
え

を
ま
と
め
、
適
切
か
つ
効
果
的
に

表
現
し
て
他
者
と
伝
え
合
う
能
力

を
育
成
す
る
科
目

選 択 科 目 （ 案 ）共 通 必 履 修 科 目 （ 案 ）

平
成
２
８
年
３
月
１
４
日

教
育

課
程

部
会

国
語
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３
（
一
部
修
正
）
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・
「
話
す
こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
を
中
心
と
し
た
発
信
力
の
強
化

・
ス
ピ
ー
チ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
言
語
活
動
が
中
心

・
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
て
得
た
情
報
や
考
え
な
ど
を
活
用
し
て

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
技
能
統
合
型
の
言
語
活
動

・
４
技
能
を
総
合
的
に
育
成
（
受
信
・
発
信
の
バ
ラ
ン
ス
）

・
明
確
な
目
標
（
英
語
を
用
い
て
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
）

を
達
成
す
る
た
め
の
構
成
・
内
容

・
複
数
の
技
能
を
統
合
さ
せ
た
言
語
活
動
が
中
心

・
「
英
コ
ミ
ュ
Ⅰ
」
は
中
学
校
段
階
で
の
学
習
の
確
実
な
定
着

（
高
等
学
校
へ
の
橋
渡
し
）
を
含
む
。

高
等
学
校
に
お
け
る
英

語
科

目
の

改
訂
の
方

向
性

と
し

て
考
え
ら
れ
る
構
成

（
た
た
き
台
）

・
生
徒
の
英
語
力
に
つ
い
て
，
４
技
能
全
般
，
特
に
「
話
す
こ
と
」
と
「
書
く
こ
と
」
の
能
力
が
課
題

・
英
語
の
学
習
意
欲
に
課
題

・
言
語
活
動
、
特
に
、
統
合
型
の
言
語
活
動
（
例
：
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
活
動
）
が
十
分

で
は
な
い

・
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
い
て
、
英
語
学
習
に
関
す
る
生
徒
の
多
様
化
へ
の
対
応
が
必
要

外
国
語
を
通
じ
て
、
言
語
や
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
他
者
を
尊
重
し
、
聞
き
手
・
話
し
手
・
読
み
手
・
書
き
手

に
配
慮
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
日
常
的
な
話
題
か
ら

時
事
問
題
や
社
会
問
題
ま
で
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
、
情
報
や
考
え
な
ど
を
的
確
に
理
解
し
た
り
適
切
に
伝
え
合
っ
た

り
す
る
能
力
を
養
う

外 国 語

現 行 科 目 ੝ ၖ भ ্ ਱ ਙ ␟ ੧ ␠

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
英
語
Ⅲ

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
英
語
Ⅱ

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
英
語

基
礎

英
語

表
現 Ⅱ

英
語

表
現
Ⅰ

英
語

会
話

ୖ ਻

Ⅰ ↓ Ⅲ へ 内 容 の 高 度 化 ・ 話 題 の 多 様 化

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
英
語

Ⅰ
（
必
履
修
）

発
信
力
が
弱
い

４
技
能
総
合
型

(必
履
修
科
目
を
含
む

)の
科
目
を
核
と
す
る

発
信
能
力
の
育
成
を
さ
ら
に
強
化
す
る

生
徒
が
実
社
会
や
実
生
活
の
中
で
、
自
ら
が
課
題
を
発
見
し
、
主
体
的
・
協
働
的
に
探
求
し
、
英
語
で
考
え
や
気
持
ち

を
互
い
に
伝
え
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習

英
語
に
よ
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
高
め
る
見
直
し

୘ ਛ घ स ऌ

ৱ ସ ؞ ચ ৡ ಉ

学
習
指
導
要

領
に
掲
げ
ら
れ

る
資
質
・
能
力

を
確
実
に
育

成
す
る
た
め
の

指
標
形
式
の

目
標
を
段
階

的
に
設
定

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅲ
（仮
称
）

論
理
・
表
現
Ⅰ
･Ⅱ
･Ⅲ
（
仮
称
）

併
せ
て
専
門
教
科
「
英
語
」
の
各
科
目
も
見
直
し

⇒
総
合
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
（仮
称
）
，
デ
ィ
ベ
ー
ト
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
・Ⅱ

（
仮
称
）
，
エ
ッ
セ
ー
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
Ⅰ
・Ⅱ
（
仮
称
）

別
添

1
1
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（
参
考
）
現
行
学
習
指
導
要
領
の
高
等
学
校
に
お
け
る
英
語
科
目
の
見
直
し
等

(た
た
き
台
）

平
成

2
8年

1月
1
2日

現
在

英
語
Ⅰ

（
3単
位
）

英
語
Ⅱ

（
4単
位
）

Ｏ
Ｃ
Ⅰ
（
2単
位
）

リ
ー
デ
ィ
ン
グ

（
4単
位
）

（
旧
）

４
技
能

を
総
合

的
，
統

合
的
に

育
成

読
む
中

心

書
く
中
心

（
現
行
）

聞
く
，
話

す
中
心

（
※
）
Ｏ
Ｃ
：
「
オ
ー
ラ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
略

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

（
4単
位
）

Ｏ
Ｃ
Ⅱ
（
4単
位
）

（
新
） 【専
門
教
科
(英
語
)】

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語
Ⅰ
（
3単
位
）

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語
Ⅱ
（
4単
位
）

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語
Ⅲ
（
4単
位
）

身
近
な
話
題

に
つ
い
て
英

語
で
会
話
す

る
能
力
の
育

成

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語
基
礎
（
2単
位
）

４
技
能

の
総
合

的
，
統

合
的
な

育
成
の

一
層
の

強
化

論
理
的
に

表
現
す
る

能
力
の
育

成
に
焦
点

必

英
語
表
現
Ⅰ

（
2単
位
）

英
語
表
現
Ⅱ

（
4単
位
）

英
語
会
話

（
2単
位
）

（
※
）
矢
印
は
教
科
内
容
再
編
の
イ
メ
ー
ジ

英
語
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

Ⅰ
（
仮
称
）
（3
単
位
）

※
中
学
校
と
の
円
滑
な
接
続
を
図
る
た
め
の
改
善

英
語
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

Ⅱ
（
仮
称
）
（
4単
位
）

英
語
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

Ⅲ
（
仮
称
）
（
4単
位
）

４
技
能

の
総
合

的
，
統

合
的
な

育
成
の

一
層
の

強
化

論
理
的
に

表
現
す
る
能

力
の
育
成

に
焦
点

必 論
理
・
表
現
Ⅲ
（
仮
称
）

（
2単
位
）

論
理
・
表
現
Ⅱ
（
仮
称
）

（
2単
位
）

総
合
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
（
仮
称
）

デ
ィ
ベ
ー
ト
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

Ⅰ
・
Ⅱ
・Ⅲ
（
仮
称
）

エ
ッ
セ
イ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
（
仮
称
）

よ
り
高
度

な
４
技
能

の
育
成

よ
り
高
度

な
討
論
・
議

論
を
す
る

能
力
の
育

成

論
理
・
表
現
Ⅰ
（
仮
称
）

（
2単
位
）
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(1
)現

代
世

界
の

特
色

と
諸

課
題

の
地

理
的

考
察

(2
)生

活
圏

の
諸

課
題

の
地

理
的

考
察

(1
)現

代
世

界
の

特
色

と
諸

課
題

の
地

理
的

考
察

(2
)生

活
圏

の
諸

課
題

の
地

理
的

考
察

ア
地
球
儀
や
地
図
か
ら
と
ら
え
る

現
代
世
界

イ
世
界
の
生
活
・
文
化
の
多
様
性

ウ
地
球
的
課
題
の
地
理
的
考
察

ア
日
常
生
活
と
結
び
付
い
た
地
図

イ
自
然
環
境
と
防
災

ウ
生
活
圏
の
地
理
的
な
諸
課
題
と

地
域
調
査

地
理
A

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
地
理
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
（
た
た
き
台
案
）

1

○
地

理
的

な
技

能
「
実

践
的

な
社

会
的

ス
キ

ル
と

し
て

の
G

IS
活

用
」

○
地

理
的

知
識

と
地

理
的

理
解

「
地

球
規

模
（
グ

ロ
ー

バ
ル

）
の

自
然

シ
ス

テ
ム

，
社

会
・
経

済
シ

ス
テ

ム
の

知
識

と
理

解
」

資
質

・
能

力
現

行
地

理
A

科
目

新
必

履
修

科
目

(案
)

⇒
以

降
の

地
理

学
習

等
の

基
盤

と
な

る
よ

う
，

地
理

を
学

ぶ
意

義
を

確
認

す
る

と
と

も
に

，
地

図
や

地
理

情
報

シ
ス

テ
ム

（
Ｇ

ＩＳ
）
な

ど
に

関
わ

る
汎

用
的

な
地

理
的

技
能

を
身

に
付

け
る

。

⇒
自

然
と

社
会

・
経

済
シ

ス
テ

ム
の

調
和

を
図

っ
た

，
世

界
の

多
様

性
の

あ
る

生
活

・
文

化
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

⇒
地

球
規

模
の

諸
課

題
と

そ
の

解
決

に
向

け
た

国
際

協
力

の
在

り
方

に
つ

い
て

考
察

す
る

。

⇒
日

本
国

内
や

地
域

の
自

然
環

境
と

自
然

災
害

と
の

関
わ

り
や

，
そ

こ
で

の
防

災
対

策
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

⇒
生

活
圏

の
課

題
を

，
観

察
や

調
査

・
見

学
等

を
取

り
入

れ
た

授
業

を
通

じ
て

捉
え

，
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
た

め
の

改
善

，
解

決
策

を
探

究
す

る
。

ア
多

様
な

生
活

・
文

化
と

国
際

理
解

イ
地

球
的

な
諸

課
題

と
国

際
協

力

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

に
求

め
ら

れ
る

地
理

科
目

⑶
防

災
と

持
続

可
能

な
社

会
の

構
築

ア
自

然
環

境
と

災
害

対
応

イ
生

活
圏

の
調

査
と

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
りＧ

ＩＳ

グ
ロ

ー
バ

ル
化 防
災

Ｅ
Ｓ

Ｄ

「
地
理
総
合
」
(仮
称
)

○
地

理
的

な
見

方
や

考
え

方
「
空

間
概

念
を

捉
え

る
力

」
○

態
度

「
地

域
，

国
家

的
及

び
国

際
的

な
課

題
解

決
を

模
索

す
る

献
身

的
努

力
」

＜
参

考
＞

・
中

学
校

地
理

的
分

野
に

お
い

て
充

実
し

た
地

誌
学

習
に

よ
り

獲
得

し
た

知
識

等
を

活
用

し
，

国
内

外
の

諸
課

題
等

を
主

題
的

に
扱

う
。

・
本

科
目

履
修

後
の

地
理

歴
史

科
の

科
目

や
他

教
科

に
お

い
て

活
用

で
き

る
，

G
IS

を
は

じ
め

と
す

る
地

理
的

な
技

能
や

，
世

界
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

，
持

続
可

能
な

社
会

づ
く

り
と

い
っ

た
考

え
方

を
身

に
付

け
さ

せ
る

。

（
「

ル
ツ

ェ
ル

ン
宣

言
に

お
け

る
『

持
続

可
能

な
開

発
を

実
行

す
る

地
理

的
能

力
』

に
よ

る
」

）

⑵
国

際
理

解
と

国
際

協
力

⑴
地

図
と

地
理

情
報

シ
ス

テ
ム

の
活

用

平
成

２
７

年
１

２
月

２
１

日
教

育
課

程
部

会
高

等
学

校
の

地
歴

・
公

民
科

科
目

の
在

り
方

に
関

す
る

特
別

チ
ー

ム
資

料
４
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「
地
理
総
合
（
仮
称
）
」
に
お
い
て
重
視
す
る
思
考
力
等
と
授
業
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
案
）

項
目

構
成

（
案

）
と

授
業

展
開

の
イ

メ
ー

ジ
問

い

出
生

率
の

高
い

地
域

が
必

ず
し

も
人

口
増

加
率

が
高

い
わ

け
で

は
な

い
こ

と
を

，
Ｇ

ＩＳ
を

用
い

て
階

級
区

分
図

の
重

ね
合

せ
を

行
い

，
そ

の
地

域
的

な
要

因
を

考
察

す
る

。
〔
他

に
，

統
計

資
料

の
分

析
，

主
題

図
の

作
成

な
ど

の
主

題
を

設
定

〕

㋐
な

ぜ
出

生
率

と
，

人
口

増
加

率
は

一
致

し
な

い
の

だ
ろ

う

ア
ン

デ
ス

高
地

の
地

形
や

気
候

等
の

自
然

環
境

の
特

徴
か

ら
，

湖
上

で
生

活
す

る
理

由
を

見
出

し
，

生
活

の
多

様
性

と
そ

の
必

然
性

に
つ

い
て

考
察

さ
せ

，
異

文
化

理
解

を
図

る
。

〔
他

に
，

衣
・
食

や
宗

教
な

ど
の

主
題

〕

㋑
ど

う
し

て
ア

ン
デ

ス
で

は
，

湖
上

で
生

活
す

る
人

々
が

い
る

の
だ

ろ
う

食
料

難
に

悩
む

ウ
ガ

ン
ダ

に
対

し
て

，
ど

の
よ

う
な

手
段

で
食

料
増

産
を

促
す

た
め

の
支

援
が

可
能

な
の

か
。

支
援

で
直

面
し

た
課

題
と

そ
の

要
因

を
探

り
，

国
際

協
力

の
在

り
方

に
つ

い
て

考
察

す
る

。
〔
他

に
，

地
球

温
暖

化
対

策
な

ど
の

主
題

〕

㋒
な

ぜ
ウ

ガ
ン

ダ
で

は
，

生
産

性
で

劣
る

陸
稲

が
生

産
さ

れ
て

い
る

の
だ

ろ
う

複
数

の
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

か
ら

地
域

の
自

然
環

境
の

特
徴

を
読

み
取

り
，

そ
の

情
報

を
比

較
，

関
連

付
け

て
，

各
地

域
で

想
定

さ
れ

る
災

害
を

考
え

，
地

域
な

ら
で

は
の

対
応

策
を

考
察

す
る

。
〔
他

に
，

災
害

復
旧

・
復

興
，

都
市

計
画

な
ど

の
主

題
〕

㋓
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
読

ん
で

，
私

た
ち

の
町

の
防

災
に

つ
い

て
考

え
よ

う

中
心

業
務

地
区

の
衰

退
等

を
背

景
に

，
今

後
ど

の
よ

う
な

ま
ち

づ
く
り

を
行

う
べ

き
か

，
地

域
調

査
に

よ
り

収
集

し
た

諸
資

料
を

分
析

し
，

分
析

結
果

を
踏

ま
え

た
生

活
圏

の
在

る
べ

き
姿

を
構

想
す

る
。

〔
他

に
，

環
境

対
策

な
ど

の
主

題
〕

㋔
フ

ー
ド

デ
ザ

ー
ト

解
消

の
た

め
，

ど
の

よ
う

な
ま

ち
づ

く
り

を
目

指
す

べ
き

か

重
視

す
る

思
考

力
，
判

断
力

，
表

現
力

等

○
地

図
上

に
表

さ
れ

た
事

象
と

実
際

の
で

き
ご

と
を

関
連

付
け

て
考

察
す

る
力

○
考

察
し

た
こ

と
を

，
目

的
に

応
じ

て
地

図
等

に
ま

と
め

，
効

果
的

に
説

明
す

る
力

○
自

然
環

境
等

に
対

応
し

た
世

界
の

多
様

な
生

活
・

文
化

の
意

味
や

意
義

を
理

解
し

，
自

他
の

文
化

を
尊

重
し

つ
つ

考
察

す
る

力
○

考
察

し
た

こ
と

を
，

資
料

を
踏

ま
え

て
説

明
す

る
力

○
地

球
規

模
で

見
ら

れ
る

諸
課

題
（
環

境
，

資
源

・
ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
，

人
口

，
食

料
，

住
居

・
都

市
，

民
族

・領
土

等
）
に

つ
い

て
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
す

る
力

○
考

察
し

た
こ

と
を

，
根

拠
を

明
確

に
し

て
議

論
す

る
力

○
国

内
各

地
の

自
然

環
境

と
そ

こ
で

現
れ

る
災

害
の

傾
向

性
を

関
連

付
け

て
課

題
を

把
握

し
，

多
面

的
・

多
角

的
に

考
察

す
る

力
○

考
察

し
た

こ
と

を
，

資
料

に
ま

と
め

て
説

明
す

る
力

○
生

活
圏

に
見

ら
れ

る
課

題
に

つ
い

て
，

そ
の

背
景

や
要

因
等

の
分

析
に

基
づ

き
，

様
々

な
解

決
策

を
吟

味
し

，
構

想
す

る
力

○
構

想
し

た
こ

と
を

，
実

現
可

能
性

を
指

標
に

議
論

す
る

力

（
⇒

詳
細

は
，

別
紙

資
料

参
照

）

ア
生

活
・
文

化
の

多
様

性
と

国
際

理
解

イ
地

球
的

な
諸

課
題

と
国

際
協

力

⑶
防

災
と

持
続

可
能

な
社

会
の

構
築

ア
自

然
環

境
と

災
害

対
応

イ
生

活
圏

の
調

査
と

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

「
地
理
総
合
」
(仮
称
)

⑵
国

際
理

解
と

国
際

協
力

⑴
地

図
と

地
理

情
報

シ
ス

テ
ム

の
活

用

＜
補

足
；

「
学

習
の

系
統

性
，

段
階

性
」

＞
・

(1
)の

学
習

に
よ

っ
て

培
っ

た
地

理
的

な
技

能
を

，
後

の
(2

)，
(3

)の
学

習
や

他
教

科
・

科
目

等
の

学
習

に
お

い
て

実
践

的
に

活
用

す
る

。
・

(2
)と

(3
)の

そ
れ

ぞ
れ

「
ア

」
で

把
握

，
考

察
し

た
こ

と
を

基
に

，
「

イ
」

で
議

論
，

構
想

（
展

望
）

す
る

。
・

(2
)で

学
ん

だ
各

地
の

諸
課

題
へ

の
対

応
策

を
，

(3
)の

生
活

圏
の

諸
課

題
解

決
の

構
想

に
生

か
す

。
(T

h
in

k 
G

lo
b
a
lly

, 
A
ct

 L
o
ca

lly
)

問 い を 重 視 し た 授 業 展 開

「 地 理 的 な 見 方 や 考 え 方 」 を 用 い た 授 業 設 計

平
成

２
８

年
１

月
２

５
日

教
育

課
程

部
会

社
会

・
地

理
歴

史
・

公
民

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
資

料
８

－
１
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高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
地
理
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
た
た
き
台
案
）

「
地

理
総

合
（

仮
称

）
」

は
，

主
題

を
基

に
課

題
解

決
的

な
学

習
に

よ
り

，
社

会
で

生
き

て
働

く
地

理
的

実
践

力
の

育
成

の
場

と
し

て
，

「
新

選
択

科
目

」
は

，
地

理
総

合
で

習
得

し
た

地
理

的
な

技
能

，
見

方
や

考
え

方
を

基
に

，
世

界
の

諸
事

象
の

規
則

性
や

傾
向

性
な

ど
を

系
統

的
に

，
世

界
の

諸
地

域
の

構
造

や
変

容
な

ど
を

地
誌

的
に

考
察

し
た

上
で

，
現

代
日

本
に

求
め

ら
れ

る
国

土
像

の
在

り
方

に
つ

い
て

展
望

す
る

こ
と

に
よ

り
，

高
等

教
育

で
の

学
び

に
も

繋
が

る
本

格
的

な
地

理
的

探
究

の
場

と
し

て
構

成
す

る
。

(1
)様

々
な

地
図

と
地

理
的

技
能

(2
)現

代
世

界
の

系
統

地
理

的
考

察

(3
)現

代
世

界
の

地
誌

的
考

察

ア
地
理
情
報
と
地
図

イ
地
図
の
活
用
と
地
域
調
査

ア
自
然
環
境

イ
資
源
，
産
業

ウ
人
口
，
都
市
・
村
落

エ
生
活
文
化
，
民
族
・
宗
教

ア
現
代
世
界
の
地
域
区
分

イ
現
代
世
界
の
諸
地
域

ウ
現
代
世
界
と
日
本

移
行

拡
充

地
理
B

現
行

地
理

B
科

目

⇒
現

代
世

界
に

お
け

る
日

本
の

国
土

の
特

色
に

つ
い

て
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
し

，
我

が
国

が
抱

え
る

地
理

的
な

諸
課

題
を

探
究

す
る

活
動

を
通

し
て

，
そ

の
解

決
の

方
向

性
や

将
来

の
国

土
の

在
り

方
な

ど
に

つ
い

て
展

望
す

る
。

新
選

択
科

目
(案

)地
理

に
関

わ
る

探
究

科
目

⑶
現

代
日

本
に

求
め

ら
れ

る
国

土
像

⇒
地

域
の

概
念

，
地

域
区

分
の

意
義

を
考

察
し

，
実

際
に

地
域

を
区

分
す

る
。

⇒
地

誌
的

に
地

域
の

構
造

や
変

容
な

ど
を

考
察

す
る

。
⇒

地
域

な
ら

で
は

の
諸

課
題

と
地

球
的

課
題

の
関

連
性

を
追

究
す

る
。

⑵
現

代
世

界
の

地
誌

的
考

察

⇒
系

統
地

理
的

に
事

象
の

規
則

性
や

傾
向

性
な

ど
を

考
察

す
る

。
⇒

そ
れ

ぞ
れ

に
環

境
問

題
，

食
料

問
題

な
ど

の
関

連
諸

課
題

を
追

究
す

る
。

⑴
現

代
世

界
の

系
統

地
理

的
考

察
事

象
か

ら
の

ｱ
ﾌ
ﾟﾛ

ｰ
ﾁ

地
域

か
ら

の
ｱ

ﾌ
ﾟﾛ

ｰ
ﾁ

新
必
履
修
科
目

「
地
理
総
合
」
(仮
称
)

⑴
地

図
と

地
理

情
報

シ
ス

テ
ム

の
活

用

⑵
国

際
理

解
と

国
際

協
力

⑶
防

災
と

持
続

可
能

な
社

会
の

構
築

ア
自

然
環

境
イ

資
源

，
産

業
ウ

人
口

，
都

市
・
村

落
エ

生
活

文
化

，
民

族
・
宗

教
オ

観
光

，
交

通
，

通
信

等

ア
現

代
世

界
の

地
域

区
分

イ
現

代
世

界
の

諸
地

域

総
合

的
な

地
理

的
ｱ

ﾌ
ﾟﾛ

ｰ
ﾁ

新
必

履
修

科
目

で
身

に
付

け
た

学
習

の
成

果
を

活
用

し
，
探

究
を

深
め

る
科

目

既
得
の

地
理
的
な
技
能
，

世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

と
い
っ
た
考
え
方
な
ど

を
踏
ま
え
て

既
得
の

地
理
的
な
技
能
，

世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

と
い
っ
た
考
え
方
な
ど

を
踏
ま
え
て

資
質

・
能

力

○
世

界
の

空
間

的
な

諸
事

象
の

規
則

性
，

傾
向

性

や
，

世
界

の
諸

地
域

の

構
造

や
変

容
に

つ
い

て

の
理

解
な

ど

○
世

界
や

日
本

の
望

ま
れ

る
国

土
像

や
地

域
像

の

構
築

の
た

め
，

進
ん

で

参
加

し
貢

献
し

よ
う

と
す

る
態

度
な

ど

○
世

界
の

諸
事

象
を

系
統

地
理

的
に

考
察

す
る

力

や
，

世
界

の
諸

地
域

を

地
誌

的
に

考
察

す
る

力 な
ど

構 成 原 理

平
成

２
８

年
３

月
４

日
教

育
課

程
部

会
社

会
・

地
理

歴
史

・
公

民
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

資
料

６
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●
近
代
化
は
ど
の
よ
う
な
動
き
か
？

●
な
ぜ
社
会
の
大
衆
化
が
進
み
、
そ
れ
は
人
々
の
暮
ら
し
を
ど
う
変
え
て
き
た
か
？

●
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
私
た
ち
に
何
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
？

〔
単
元
〕

・
産
業
社
会
の
到
来
、
政
治
の
変
革

・
日
本
の
改
革
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
変
容

な
ど

〔
単
元
〕

・
多
極
化
と
地
域
統
合

・
地
域
紛
争
と
国
際
秩
序

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会

（
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
展
望
）
な
ど

・
現
代
的
な
諸
課
題
の
背
景
に
あ
る
歴
史
を
、
近
現
代
の
歴
史
の
転
換
（
「
近
代
化
」
「
大
衆
化
」
「グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
）
に
着
目
し
て
追
究
す
る
。

・
学
習
課
題
に
よ
っ
て
，
取
り
上
げ
る
時
期
を
広
げ
て
設
定
し
た
り
，
多
様
な
地
域
を
取
り
上
げ
た
り
す
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

〔
考
察
を
深
め
る
問
い
〕
（
例
）
a，
b
な
ど
か
ら

・
工
業
化
と
政
治
変
革
は
何
を
も
た
ら
し
た
か

・
日
本
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か

（
ま
と
め
）
社
会
の
近
代
化
は
何
を
も
た
ら
し
た
か
な
ど

〔
考
察
を
深
め
る
問
い
〕
（
例
）

a～
c
な
ど
か
ら

・
な
ぜ
政
治
参
加
と
文
化
活
動
が
拡
大
し
た
か

・
人
々
の
暮
ら
し
と
政
治
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
た
か

・
世
界
大
戦
・
冷
戦
に
人
々
は
ど
う
対
処
し
た
か

（
ま
と
め
）
社
会
の
大
衆
化
は
何
を
も
た
ら
し
た
か
な
ど

〔
考
察
を
深
め
る
問
い
〕
（
例
）
a～
e
の
い
く
つ
か
か
ら

・
冷
戦
構
造
の
変
化
は
何
を
も
た
ら
し
た
か
。

・
冷
戦
終
結
後
も
、
な
ぜ
地
域
紛
争
は
続
く
の
か
。

（
ま
と
め
）
現
代
的
な
諸
課
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
世
界
・
日
本
を
求
め
る
か
な
ど

18
世
紀
後
半

～
（
現
在
）

19
世
紀
後
半

～
（
現
在
）

20
世
紀
後
半

～
現
在

・
産
業
社
会
と
国
民
国

家
を
形
成
す
る
方
向
に

社
会
が
変
化
し
た
。

・
大
衆
が
社
会
全
体
の

在
り
方
を
規
定
す
る
よ

う
に
な
り
は
じ
め
た
。

・
人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報

等
が
国
境
を
越
え
て

一
層
流
動
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

〔
単
元
〕

・
大
衆
社
会
の
形
成

・
政
治
と
世
論

・
国
際
紛
争
と
国
際
協
調
な
ど

●
歴
史
学
習
の
扉
～
歴
史
を
な
ぜ
学
ぶ
か
、
ど
う
学
ぶ
か
～
（
例
：
近
世
の
日
本
・
ア
ジ
ア
を
事
例
に
）

取
り
上
げ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
題
材

産
業
革
命
、
市
民
革
命
、
近
代
科
学
、

立
憲
政
治
、
資
本
主
義
・
社
会
主
義
、

明
治
維
新
、
政
党
政
治
、
国
民
国
家
、

消
費
社
会
、
国
民
文
化
、
マ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
移
民
、
帝
国
主
義
、
総

力
戦
、
植
民
地
、
世
界
恐
慌
、
フ
ァ
シ

ズ
ム
、
冷
戦
、
地
域
紛
争
、
地
域
統
合

、
民
族
主
義
、
難
民
、
高
度
経
済
成
長

、
多
国
籍
企
業
、
市
場
経
済

…
な
ど

〔
参
考
〕

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
た
た
き
台
）

○
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い

て
学
ぶ
方
法

（
例
）

・
推
移
や
変
化
に
着
目
し
て
、

・
比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
を
明
確
に

し
て
、

・
原
因
と
結
果
を
関
連
付
け
て
、

・
相
互
作
用
に
着
目
し
て
、

⇒
歴
史
の
転
換
の
様
子
や
変
化
の
特

色
、
意
味
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察

す
る「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
の
学
び
方
（
例
）

＜
〔
比
較
〕
を
中
心
に
，
〔
因
果
〕
〔
相
互
作
用
〕
に
も
着
目
す
る
＞

＜
〔
因
果
〕
を
中
心
に
，
〔
比
較
〕
〔
相
互
作
用
〕
に
も
着
目
す
る
＞

＜
〔
相
互
作
用
〕
を
中
心
に
，
〔
比
較
〕
〔
因
果
〕
に
も
着
目
す
る
＞

現
代
的
な
諸
課
題
に
つ
な
が
る
歴
史
的
な
状
況
（
例
）

（
学
習
内
容
の
焦
点
化
）

）
＜

a自
由
と
制
限
＞
＜

b富
裕
と
貧
困
＞
＜

c対
立
と
協
調
＞

＜
d統
合
と
分
化
＞
＜

e開
発
と
保
全
＞
な
ど

平
成
２
８
年
４
月
１
１
日

教
育
課
程
部
会
社
会
・地
理
歴
史
・公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
９
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高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
歴
史
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（た
た
き
台
）

(1
)原
始
・
古
代

(2
)中
世

(3
)近
世

(4
)近
代

(5
)両
大
戦
期

(6
)現
代

現
行
科
目
「
日
本
史
Ｂ
」

(2
)形
成

(3
)交
流
と
再
編

(4
)結
合
と
変
容

(5
)地
球
世
界
の

到
来

(1
)扉

現
行
科
目
「
世
界
史
Ｂ
」

新
選
択
科
目
（
案
）

（
世
界
史
に
関
わ
る
探
究
科
目
）新
必
履
修
科
目
「
歴
史
総
合

(仮
称

)」

○
諸
地
域
世
界
の
歴
史
の
大
き
な
枠
組
と
展
開
を
広
く
深
く
考
察
す
る
。

○
前
近
代
で
は
、

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
育
ん
だ
技
能
を
生
か
し
て
、
諸
資
料
を
活
用

し
て
歴
史
を
考
察
し
表
現
す
る
。

・
近
現
代
に
つ
な
が
る
諸
地
域
世
界
の
文
化
の
多
様
性
や
複
合
性
を

時
間
軸
（
タ
テ
）
と
空
間
軸
（
ヨ
コ
）
の
変
化
に
着
目
し
て
理
解
す
る
。

○
近
現
代
で
は
、

・
諸
地
域
世
界
の
歴
史
の
相
互
依
存
性
や
多
元
性
に
着
目
し
て
、
諸
資

料
を
活
用
し
、
広
い
視
野
か
ら
考
察
し
表
現
す
る
学
習
を
通
し
て
、
現

代
に
つ
な
が
る
諸
課
題
を
多
面
的
・
多
角
的
、
歴
史
的
に
追
究
、
探

究
す
る
。

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
獲
得
し
た
概
念
に
加
え
，
さ
ら
に
考
察
を
深

め
る
た
め
に
必
要
な
歴
史
的
な
概
念
を
習
得
す
る
。

新
選
択
科
目
（
案
）

（
日
本
史
に
関
わ
る
探
究
科
目

)

表 現
問 い

考
察
・
話
し
合
い

資
料
の
活
用

◎
新
必
修
科

目
で
習
得
し
た

「
歴
史
の
学
び

方
」
を
活
用
し
、

追
究
，
探
究
を

深
め
る
科
目

○
現
代
的
な
諸
課
題
の
背
景
に
あ
る
歴
史
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
な
が
る
近
現
代
の
歴
史
の
転
換
に
着
目
し
て
追
究
す
る
。

◎
単
元
の
基
軸
と
な
る
本
質
的
で
大
き
な
問
い
を
設
け
、
諸
資
料
を
適
切
に
活
用
し
な
が
ら
、
比
較
や
因
果
関
係
を
追
究
す
る
な
ど
歴
史
的
な
見
方
や
考

え
方
を
用
い
て
考
察
す
る
「
歴
史
の
学
び
方
」
を
身
に
付
け
る
。

○
我
が
国
の
歴
史
の
展
開
に
つ
い
て
、
歴
史
を
構
成
す
る
様
々
な
要
素
か

ら
総
合
的
に
幅
広
く
考
察
す
る
。

○
前
近
代
で
は
、

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
育
ん
だ
技
能
を
一
層
高
め
、
多
様
な
資
料
を

活
用
し
て
歴
史
を
考
察
し
表
現
す
る
。

・
近
現
代
に
つ
な
が
る
各
時
代
の
展
開
に
関
わ
る
重
要
な
概
念
を
習
得

す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
伝
統
や
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

○
近
現
代
で
は
、

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
獲
得
し
た
概
念
や
，
前
近
代
の
学
習
で
高
め

た
歴
史
を
解
釈
、
説
明
し
考
察
す
る
力
を
用
い
，
地
域
等
の
多
様
な
資

料
を
活
用
し
、
現
代
に
つ
な
が
る
諸
課
題
を
多
面
的
・
多
角
的
，
歴
史

的
に
追
究
，
探
究
す
る
。

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
獲
得
し
た
概
念
に
加
え
，
さ
ら
に
考
察
を
深
め

る
た
め
に
必
要
な
歴
史
的
な
概
念
を
習
得
す
る
。

※
歴
史
用
語
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
研
究
者
と
教
員
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
歴
史
を
考
察
す
る
手
立
て
に
着
目
す
る
な
ど
し
て
構
造
化
を
図
る
。

平
成
２
８
年
４
月
１
１
日

教
育

課
程

部
会

社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
１
０
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(2
)諸
地
域
世
界
の
形
成

ア
西
ア
ジ
ア
世
界
・
地
中
海
世
界

イ
南
ア
ジ
ア
世
界
・
東
南
ア
ジ
ア
世
界

ウ
東
ア
ジ
ア
世
界
・
内
陸
ア
ジ
ア
世
界

エ
時
間
軸
か
ら
み
る
諸
地
世
界

0

現
行
世
界
史
B
科
目

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
習
得
し
た
「
歴
史
の
学
び
方
」
を
活
用
し
，
広
い
視
野
に
立
っ
て
深
く
考
察
す
る
科
目
と
す
る
。

・
前
近
現
代
で
は
，
近
現
代
に
つ
な
が
る
諸
地
域
世
界
の
文
化
の
多
様
性
，
複
合
性
を
，
時
間
軸
（
タ
テ
）
と
空
間
軸
（
ヨ
コ
）
の
変
化
に
着
目
し
て
理
解
す
る
。

・
近
現
代
で
は
，
諸
地
域
世
界
の
歴
史
の
相
互
依
存
性
や
多
元
性
に
着
目
し
て
，
諸
資
料
を
活
用
し
，
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
扱
わ
な
か
っ
た
概
念
を
習
得
す
る
と
と
も
に
，
考

察
し
表
現
す
る
学
習
を
通
し
て
，
現
代
世
界
の
特
質
を
多
面
的
・
多
角
的
に
広
く
深
く
追
究
，
探
究
す
る
。

(3
)諸
地
域
世
界
の
交
流
と
再
編

ア
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
形
成
と
拡
大

イ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
形
成
と
展
開

ウ
内
陸
ア
ジ
ア
の
動
向
と
諸
地
域
世
界

エ
空
間
軸
か
ら
み
る
諸
地
域
世
界

(1
)世
界
史
へ
の
扉

世
界
史
に
関
わ
る
探
究
科
目
(仮
称
)

○
諸
地
域
世
界
の
接
触
と
交
流

合

複
合
性

接
触
と
交
流
に

よ
る
文
化
の
融

合

資
質
・
能
力

移
行

(4
)諸
地
域
世
界
の
結
合
と
変
容

ア
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
繁
栄
と
日
本

イ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
拡
大
と
大
西
洋
世
界

ウ
産
業
社
会
と
国
民
国
家
の
形
成

エ
世
界
市
場
の
形
成
と
日
本

オ
資
料
か
ら
よ
み
と
く
歴
史
の
世
界

○
諸
地
域
世
界
の
結
合
と
変
容

○
諸
地
域
世
界
の
歴
史
的
特
質

多
様
性

地
域
性
豊
か
な

諸
文
明
の
形
成

○
地
球
世
界
の
到
来

世
界

多
元
性

多
く
の
要
素
か
ら

成
り
立
つ
社
会
・

世
界

新
必
履
修
科
目
で
習
得

し
た
「歴
史
の
学
び
方
」

を
活
用
し
，
追
究
，
探
究

を
深
め
る
科
目

地
球
環
境
，
文
明
，
都
市
，
信
仰
，
港
市
，
奴
隷
制
，
カ
ー
ス
ト
制

度
，
華
夷
秩
序

…
等

冊
封
・
朝
貢
，
世
俗
と
聖
俗
，
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
，
ス
ー

フ
ィ
ズ
ム

…
等

環
大
西
洋
革
命
，
征
服
王
朝
，
ア
ジ
ア
の
開
化
，
啓
蒙
思
想

…
等 宥
和
政
策
，
人
民
戦
線
，
新
植
民
地
主
義
，
人
間
の
安
全
保
障

…
等

(5
)地
球
世
界
の
到
来

ア
帝
国
主
義
と
社
会
の
変
容

イ
二
つ
の
世
界
大
戦
と
大
衆
社
会
の
出
現

ウ
米
ソ
冷
戦
と
第
三
世
界

エ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
と
日
本

オ
資
料
活
用
し
て
探
究
す
る
地
球
世
界
の

課
題

→
諸
地
域
世
界
の
歴
史
の
多
様
性
を
把
握

→
複
合
性
を
強
め
る
諸
地
域
世
界
の
特
質
を
理
解

→
長
期
的
視
野
か
ら
学
習
課
題
を
設
定
し
探
究

→
相
互
依
存
性
を
高
め
一
体
化
に
向
か
う
現
代
世
界
の
特
質
を
追
究

○
諸
地
域
世
界
の
歴
史
の

多
様
性
や
複
合
性
，
相
互

依
存
性
や
多
元
性
に
着
目

し
て
考
察
し
，
選
択
や
判
断

に
つ
い
て
構
想
す
る
力

○
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

に
向
け
て
，
広
い
視
野
に

立
っ
て
，
世
界
や
日
本
の
在

り
方
を
意
欲
的
に
探
究
し
よ

う
と
す
る
態
度

な
ど

新
必
履
修
科
目

「
歴
史
総
合
(仮
称
)」

●
現
代
的
な
諸
課
題
の
背
景
に
あ
る
歴
史
を
，
近
現
代

の
歴
史
の
転
換
に
着
目
し
て
考
察
す
る
。
●
単
元
の
基

軸
と
な
る
問
い
を
設
け
，
諸
資
料
を
適
切
に
活
用
し
，
歴

史
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
追
究
す
る
「
歴
史
の

学
び
方
」
を
身
に
付
け
る
。

相
互
依
存
性

結
び
付
き
を
強

め
る
世
界

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
世
界
史
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
た
た
き
台
）

＜
参
考
＞

○
諸
地
域
世
界
の
歴
史
に

関
わ
る
諸
事
象
に
つ
い
て

の
知
識
や
，
諸
地
域
世
界

の
歴
史
の
大
き
な
枠
組
み

と
展
開
の
考
察
に
関
わ
る

概
念
の
理
解

○
諸
資
料
を
収
集
す
る
，

読
み
取
る
，
ま
と
め
る
技

能

取
り
上
げ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
題
材

平
成

２
８
年

４
月

１
１
日

教
育

課
程

部
会

社
会

・
地

理
歴

史
・
公

民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
１
１
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高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
日
本
史
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
た
た
き
台
案
）

0

現
行

日
本

史
B

科
目

＜
参
考
＞

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
習
得
し
た
「
歴
史
の
学
び
方
」
を
活
用
し
，
歴
史
を
構
成
す
る
様
々
な
要
素
か
ら
総
合
的
に
幅
広
く
考
察
す
る
科
目
と
す
る
。

・
前
近
代
で
は
，
近
現
代
に
つ
な
が
る
各
時
代
の
展
開
に
関
わ
る
重
要
な
概
念
を
習
得
す
る
と
と
も
に
，
我
が
国
の
伝
統
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
，
解
釈
・
説
明
し
，
多
様
な
資
料
を
活

用
し
て
歴
史
を
考
察
し
表
現
す
る
力
や
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
育
て
た
技
能
を
一
層
高
め
る
。

・
近
現
代
で
は
，
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
獲
得
し
た
概
念
や
，
前
近
代
の
学
習
で
高
め
た
資
料
に
基
づ
い
て
歴
史
を
解
釈
・
説
明
し
考
察
す
る
力
を
活
用
し
て
，
地
域
と
日
本
，
世

界
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
つ
い
て
，
地
域
等
の
多
様
な
資
料
を
活
用
し
現
代
に
つ
な
が
る
諸
課
題
を
多
面
的
・
多
角
的
に
深
く
追
究
，
探
究
す
る
。

日
本

史
に

関
わ

る
探

究
科

目
(仮

称
)

新
必
履
修
科
目

「
歴
史
総
合
(仮
称
)」

●
現

代
的

な
諸

課
題

の
背

景
に

あ
る

歴
史

を
，

近
現

代
の

歴
史

の
転

換
に

着
目

し
て

考
察

す
る

。
●

単
元

の
基

軸
と

な
る

問
い

を
設

け
，

諸
資

料
を

適
切

に
活

用
し

，
歴

史
的

な
見

方
や

考
え

方
を

用
い

て
追

究
す

る
「
歴

史
の

●
現

代
的

な
諸

課
題

の
背

景
に

あ
る

歴
史

を
，

近
現

代
の

歴
史

の
転

換
に

着
目

し
て

考
察

す
る

。
●

単
元

の
基

軸
と

な
る

問
い

を
設

け
，

諸
資

料
を

適
切

に
活

用
し

，
歴

史
的

な
見

方
や

考
え

方
を

用
い

て
追

究
す

る
「
歴

史
の

学
び

方
」
を

身
に

付
け

る
。

資
質

・
能

力

○
歴

史
の

展
開

と
資

料
-
原

始
・
古

代
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
-

考
古
資
料
や
文
献
資
料
を
踏
ま
え
て
歴
史
が
叙
述

て
考
察
す
る
。

考
古
資
料
や
文
献
資
料
を
踏
ま
え
て
歴
史
が
叙
述

さ
れ
る
こ
と
等
の
理
解
を
も
と
に
，
原
始
・
古
代

の
社
会
や
文
化
の
特
色
を
国
際
環
境
と
関
連
づ
け

て
考
察
す
る
。

新
必

履
修

科
目

で
習

得
し

た
「歴

史
の

学
び

方
」

を
活

用
し

，
追

究
，
探

究
を

深
め

る
科

目

ア
ニ

ミ
ズ

ム
，

神
仏

習
合

，
令

外
官

等

(1
) 
原

始
・
古

代
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
ア

歴
史

と
資

料
イ

日
本

文
化

の
黎

明
と

古
代

国
家

の
形

成
ウ

古
代

国
家

の
推

移
と

社
会

の
変

化

(2
) 
中

世
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
ア

歴
史

の
解

釈
イ

中
世

国
家

の
形

成
ウ

中
世

社
会

の
展

開

(3
) 
近

世
の

日
本

と
世

界
ア

歴
史

の
説

明
イ

近
世

国
家

の
形

成
ウ

産
業

経
済

の
発

展
と

幕
藩

体
制

の
変

容

(4
) 
近

代
日

本
の

形
成

と
世

界
ア

明
治

維
新

と
立

憲
体

制
の

成
立

イ
国

際
関

係
の

推
移

と
立

憲
国

家
の

展
開

ウ
近

代
産

業
の

発
展

と
近

代
文

化

(5
) 
両

世
界

大
戦

期
の

日
本

と
世

界
ア

政
党

政
治

の
発

展
と

大
衆

社
会

の
形

成
イ

第
一

次
世

界
大

戦
と

日
本

の
経

済
・
社

会
ウ

第
二

次
世

界
大

戦
と

日
本

(6
) 
現

代
の

日
本

と
世

界
ア

現
代

日
本

の
政

治
と

国
際

社
会

イ
経

済
の

発
展

と
国

民
生

活
の

変
化

ウ
歴

史
の

論
述

-
近

世
の

日
本

と
世

界
-

○
歴

史
の

展
開

と
説

明
-
近

世
の

日
本

と
世

界
-

歴
史
事
象
の
多
様
な
解
釈
を
根
拠
や
論
理
を
踏

い
て
考
察
す
る
。

歴
史
事
象
の
多
様
な
解
釈
を
根
拠
や
論
理
を
踏

ま
え
て
説
明
す
る
活
動
等
を
通
し
て
，
近
世
社

会
の
安
定
と
動
揺
，
変
化
へ
の
胎
動
な
ど
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

○
歴

史
の

構
造

と
地

域
・日

本
・
世

界
-
近

代
の

日
本

と
世

界
-

秩
禄

処
分

，
金

本
位

制
，

超
然

主
義

，
憲

政
の

常
道

，
統

帥
権

，
新

体
制

運
動

等

-
現

代
の

日
本

と
世

界
-

○
歴

史
の

記
録

と
論

述
-
現

代
の

日
本

と
世

界
-

適
切
な
主
題
を
設
け
て
、
根
拠
と
な
る
資
料
や
事

象
を
ふ
ま
え
，
現
代
の
日
本
を
歴
史
的
な
視
点
か

ら
探
究
し
，
自
ら
の
考
え
を
論
述
す
る
。

民
主

化
，

55
年

体
制

，
中

流
意

識
，

経
済

大
国

，
市

場
開

放
，

国
際

貢
献

等

○
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

に

向
け

て
，

歴
史

の
展

開
の

総

合
的

な
理

解
を

踏
ま

え
て

，
地

域
や

日
本

，
世

界
の

在
り

方
を

意
欲

的
に

探
究

し
よ

う
と

す
る

態
度

な
ど

○
我

が
国

の
歴

史
の

展
開

に

つ
い

て
，

歴
史

を
構

成
す

る

様
々

な
要

素
か

ら
総

合
的

に
捉

え
た

幅
広

い
諸

事
象

の
理

解

○
多

様
な

資
料

を
効

果
的

に

収
集

す
る

，
読

み
取

る
，

ま
と

め
る

技
能

石
高

制
，

村
請

制
，

大
名

知
行

制
，

町
人

文
化

，
問

屋
制

家
内

工
業

，
経

世
論

，
雄

藩
等

-
中

世
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
-

○
歴

史
の

展
開

と
解

釈
-
中

世
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
-

連
づ
け
て
考
察
す
る
。

諸
資
料
を
活
用
し
て
諸
事
象
の
意
味
や
意
義
を

解
釈
す
る
活
動
等
を
通
し
て
，
中
世
の
分
立
す

る
権
力
の
在
り
方
や
，
社
会
変
動
や
文
化
の
主

体
の
多
様
化
な
ど
に
つ
い
て
，
国
際
環
境
と
関

連
づ
け
て
考
察
す
る
。

荘
園

・
公

領
，

得
宗

専
制

，
国

人
一

揆
等

○
我

が
国

の
歴

史
に

か
か

わ

る
様

々
な

分
野

に
着

目
し

，
自

ら
課

題
を

設
定

し
て

考
察

し
た

り
，

選
択

や
判

断
に

つ
い

て
構

想
す

る
力

変
化
と
多
様
な
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

必
履
修
科
目
で
学
ん
だ
概
念
な
ど
を
用
い
，
地
域

と
日
本
，
世
界
の
歴
史
の
相
互
の
関
係
を
地
域
の

資
料
等
を
活
用
し
て
捉
え
，
日
本
の
近
代
社
会
の

変
化
と
多
様
な
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

取
り

上
げ

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
題

材

平
成

２
８

年
４

月
１

１
日

教
育

課
程

部
会

社
会

・地
理

歴
史

・公
民

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
資

料
１

２
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「
公
共
（

仮
称

）
」

の
方

向
性

と
し

て
考

え
ら

れ
る

構
成
①
（
た
た
き
台
案
）

新
必

履
修

科
目

(案
)

「
公
共
(仮
称
)」

⇒
今

ま
で

受
け

継
が

れ
て

き
た

蓄
積

や
先

人
の

取
組

、
知

恵
な

ど
を

踏
ま

え
、

・
様

々
な

立
場

や
文

化
等

を
背

景
に

し
て

社
会

が
成

立
し

て
い

る
こ

と
・
①

「
自

分
ら

し
い

生
き

方
」を

問
い

、
自

ら
の

体
験

や
悩

み
を

振
り

返
る

こ
と

を
通

し
て

自
ら

を
成

長
さ

せ
る

こ
と

、
②

人
間

は
社

会
的

な
存

在
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

、
対

話
を

通
じ

て
お

互
い

を
高

め
合

う
こ

と
、

両
者

に
よ

っ
て

よ
り

よ
い

集
団

、
社

会
（
公

共
的

な
空

間
）
を

作
り

出
し

て
い

く
こ

と
（勤

労
観

・
職

業
観

の
育

成
を

含
む

）に
つ

い
て

学
ぶ

。

⇒
社

会
に

参
画

し
、

他
者

と
協

働
す

る
倫

理
的

主
体

と
し

て
個

人
が

判
断

す
る

た
め

の
手

掛
か

り
と

な
る

、
①

「
行

為
の

結
果

に
お

け
る

効
用

と
し

て
、

個
人

の
幸

福
と

と
も

に
、

社
会

全
体

の
幸

福
を

重
視

す
る

考
え

方
」
、

②
「
（
行

為
の

結
果

よ
り

も
、

）
行

為
の

動
機

と
な

る
人

間
的

責
務

と
し

て
の

公
正

な
ど

を
重

視
す

る
考

え
方

」
、

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

る
。

そ
の

際
、

・
人

が
追

求
す

る
も

の
は

経
済

的
価

値
に

限
ら

れ
る

も
の

で
は

な
く
、

多
義

的
で

あ
る

こ
と

・
両

者
と

も
に

活
用

し
、

自
分

も
他

者
も

と
も

に
納

得
で

き
る

解
を

見
出

そ
う

と
考

え
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
・
行

為
の

結
果

に
お

け
る

効
用

に
つ

い
て

、
多

面
的

・
多

角
的

に
考

え
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と

・
行

為
の

動
機

に
つ

い
て

、
個

々
の

動
機

に
留

ま
ら

ず
、

そ
れ

ら
を

継
続

的
に

考
え

て
い

く
こ

と
に

よ
り

、
人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方
に

つ
い

て
考

え
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と

な
ど

を
取

り
上

げ
る

。

※
指

導
の

ね
ら

い
を

明
確

に
し

た
上

で
、

囚
人

の
ジ

レ
ン

マ
、

共
有

地
の

悲
劇

、
最

後
通

牒
ゲ

ー
ム

等
の

思
考

実
験

や
、

環
境

保
護

、
生

命
倫

理
等

に
つ

い
て

概
念

的
に

考
え

る
学

習
活

動
を

取
り

入
れ

る
こ

と
。

そ
の

際
、

(3
)「

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
」
で

取
り

扱
う

課
題

と
連

動
し

た
課

題
を

取
り

上
げ

る
よ

う
に

す
る

。

⇒
個

人
と

社
会

と
の

関
わ

り
に

お
い

て
、

社
会

に
お

け
る

基
本

的
な

原
理

に
焦

点
を

置
い

て
考

え
る

。
具

体
的

に
は

、
個

人
の

尊
重

を
前

提
に

、
協

働
関

係
の

共
時

性
と

通
時

性
に

関
す

る
比

較
衡

量
な

ど
を

通
し

て
、

人
間

の
尊

厳
と

平
等

、
社

会
の

安
定

性
を

と
も

に
成

り
立

た
せ

る
こ

と
が

、
公

共
的

な
空

間
の

中
で

協
働

す
る

た
め

に
必

要
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

る
。

そ
の

際
、

・
民

主
主

義
、

自
由

・
権

利
と

責
任

・
義

務
、

相
互

承
認

・
・
・

な
ど

を
取

り
上

げ
る

。

(1
) 

「
公

共
」
の

扉

ア
公

共
的

な
空

間
を

作
る

私
た

ち

イ
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方

倫
理

的
主

体
と

な
る

私
た

ち

＜
参
考
＞
学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
は
、
…
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
す
る
教
育
を
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
充
実
を
図
る
も
の
と
し
、
各
教
科
の
属
す
る

科
目
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
及
び
特
別
活
動
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
応
じ
て
、
適
切
な
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
総
則
第
1
款

教
育
課
程
編
成
の
一
般
方
針
」
）

ウ
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

「
平

和
で

民
主

的
な

国
家

及
び

社
会

の
形

成
者

」
を

育
成

平
成

２
８

年
２

月
２

９
日

教
育

課
程

部
会

社
会

・
地

理
歴

史
・

公
民

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
資

料
６
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公
民

科
目

新
設

の
方

向
性

と
し

て
考

え
ら

れ
る

構
成
②
（
た
た
き
台
案
）

「
公
共
」
(仮
称
)

(2
)自

立
し

た
主

体
と

し
て

社
会

に
参

画
し

、
他

者
と

協
働

す
る

た
め

に

＜
留

意
点

＞
(3

)「
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
」
に

お
い

て
課

題
を

探
究

す
る

学
習

を
行

う
こ

と
に

留
意

し
、

個
別

的
・
網

羅
的

に
題

材
を

取
り

扱
う

こ
と

な
く
、

主
体

相
互

の
有

機
的

な
関

連
を

図
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

⇒
・
小

・
中

学
校

社
会

で
習

得
し

た
知

識
等

を
基

盤
に

、
社

会
的

事
象

の
見

方
や

考
え

方
を

働
か

せ
な

が
ら

、
(1

)「
「
公

共
」
の

扉
」
で

身
に

付
け

た
選

択
・
判

断
の

手
掛

か
り

と
な

る
考

え
方

や
公

共

的
な

空
間

に
お

け
る

基
本

的
原

理
等

を
活

用
し

て
現

実
の

社
会

的
事

象
に

つ
い

て
考

察
、

追
究

す
る

。

・
社

会
を

構
成

す
る

主
体

と
な

る
た

め
に

、
協

働
の

必
要

な
理

由
、

協
働

を
可

能
と

す
る

条
件

、
協

働
を

阻
害

す
る

要
因

な
ど

に
つ

い
て

考
察

を
深

め
る

。
そ

の
際

、
自

立
し

た
主

体
と

し
て

生
き

る
た

め
に

必
要

な
知

識
を

身
に

付
け

る
。

契
約

、
メ

デ
ィ

ア
、

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
、

男
女

共
同

参
画

・
・
・

（
ア

～
エ

の
主

体
の

う
ち

二
つ

、
あ

る
い

は
三

つ
の

主
体

が
複

合
的

に
関

連
し

合
う

題
材

を
取

り
扱

う
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
）

<考
え

ら
れ

る
学

習
活

動
の

例
>

討
論

、
デ

ィ
ベ

ー
ト

、
模

擬
選

挙
、

模
擬

投
票

、
模

擬
裁

判
、

外
部

の
専

門
家

の
講

演
、

新
聞

を
題

材
に

し
た

学
習

、
体

験
活

動
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
準

備
と

振
り

返
り

・
・
・

※
様

々
な

主
体

と
な

る
個

人
を

支
え

る
家

族
・
家

庭
や

地
域

等
に

あ
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

⇒
世

代
間

協
力

・
交

流
、

自
助

・
共

助
・
公

助
等

に
よ

る
社

会
的

基
盤

の
強

化

家
族

・
家

庭
、

消
費

者
等

に
関

す
る

個
人

を
起

点
と

し
た

自
立

し
た

主
体

と
な

る
力

を
育

む
家

庭
科

、
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

を
扱

う
情

報
科

、
個

人
の

安
全

指
導

を
行

う
保

健
体

育
科

と
連

携

(1
) 
「
公

共
」
の

扉

別
紙

＜
題

材
の

例
＞

イ
経

済
的

主
体

と
な

る
私

た
ち

ア
政

治
的

主
体

と
な

る
私

た
ち

⇒
協

働
に

よ
り

目
指

す
べ

き
も

の
（
議

論
に

よ
り

、
意

見
や

信
念

、
利

害
の

対
立

状
況

を
調

整
し

、
合

意
形

成
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

よ
り

よ
い

社
会

を
築

く
こ

と
）

⇒
協

働
に

よ
り

目
指

す
べ

き
も

の
（
公

正
な

ル
ー

ル
を

作
っ

て
そ

の
下

で
経

済
活

動
を

行
う

こ
と

を
通

し
て

、
個

人
の

尊
重

と
よ

り
活

発
な

経
済

活
動

を
と

も
に

成
り

立
た

せ
る

こ
と

。
ま

た
そ

の
補

完
を

政
府

等
が

担
っ

て
い

る
こ

と
）

エ
様

々
な

情
報

を
発

信
・
受

信
す

る
知

的
主

体
と

な
る

私
た

ち
ウ

法
的

主
体

と
な

る
私

た
ち

⇒
協

働
に

よ
り

目
指

す
べ

き
も

の
（
公

正
な

手
続

き
に

則
り

比
較

衡
量

を
行

う
こ

と
を

通
し

て
、

個
人

や
社

会
の

紛
争

を
調

停
・
解

決
す

る
こ

と
）

⇒
協

働
に

よ
り

目
指

す
べ

き
も

の
（
情

報
に

関
す

る
責

任
や

、
利

便
性

と
安

全
性

を
多

面
的

・
多

角
的

に
考

え
て

い
く
こ

と
を

通
し

て
、

望
ま

し
い

情
報

社
会

を
築

く
こ

と
）

財
政

と
税

、
社

会
保

障
、

市
場

経
済

の
機

能
と

限
界

、
雇

用
、

労
働

問
題

（
労

働
関

係
法

制
を

含
む

）
・
・
・

司
法

参
加

・
・
・

契
約

、
消

費
者

の
権

利
や

責
任

・
・
・

情
報

モ
ラ

ル
・
・
・

政
治

参
加

、
世

論
の

形
成

、
国

際
貢

献
・
・
・

職
業

選
択

、
金

融
の

働
き

、
経

済
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

と
相

互
依

存
関

係
の

深
ま

り
・
・
・
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公
民

科
目

新
設

の
方

向
性

と
し

て
考

え
ら

れ
る

構
成
③
（
た
た
き
台
案
）

「
公
共
」
(仮
称
)

(3
)持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に

⇒
(1

)「
「
公

共
」
の

扉
」
で

身
に

付
け

た
選

択
・
判

断
の

手
掛

か
り

と
な

る
考

え
方

や
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

等
を

活
用

す
る

と
と

も
に

、
(2

)「
自

立
し

た
主

体
と

し
て

社
会

に
参

画
し

、

他
者

と
協

働
す

る
た

め
に

」
で

行
っ

た
課

題
追

究
的

な
学

習
で

扱
っ

た
現

実
社

会
の

諸
課

題
へ

の
関

心
を

一
層

高
め

、
個

人
を

起
点

と
し

て
、

自
立

、
協

働
の

観
点

か
ら

、
今

ま
で

受
け

継
が

れ
て

き
た

蓄
積

や
先

人
の

取
組

、
知

恵
な

ど
を

踏
ま

え
つ

つ
多

様
性

を
尊

重
し

、
持

続
可

能
な

地
域

、
国

家
、

国
際

社
会

づ
く
り

に
向

け
た

役
割

を
担

う
主

体
と

な
る

こ
と

に
つ

い
て

探
究

を
行

う
。

ア
地

域
の

創
造

へ
の

主
体

的
参

画
イ

よ
り

よ
い

社
会

の
構

築
へ

の
主

体
的

参
画

ウ
我

が
国

と
国

際
社

会
へ

の
主

体
的

参
画

<題
材

の
例

>
公

共
的

な
場

づ
く
り

や
安

全
を

目
指

し
た

地
域

の
活

性
化

、
受

益
と

負
担

の
均

衡
や

世
代

間
の

調
和

が
と

れ
た

社
会

保
障

、
文

化
と

宗
教

の
多

様
性

、
国

際
平

和
・
・
・
な

ど
に

つ
い

て
探

究

家
族

・
家

庭
、

消
費

者
等

に
関

す
る

個
人

を
起

点
と

し
た

自
立

し
た

主
体

と
な

る
力

を
育

む
家

庭
科

、
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

を
扱

う
情

報
科

、
個

人
の

安
全

指
導

を
行

う
保

健
体

育
科

と
連

携

(2
)自

立
し

た
主

体
と

し
て

社
会

に
参

画
し

、
他

者
と

協
働

す
る

た
め

に

(1
) 
「
公

共
」
の

扉

別
紙

別
紙

＜
留

意
点

＞
(1

)「
「
公

共
」
の

扉
」
、

(2
)「

自
立

し
た

主
体

と
し

て
社

会
に

参
画

し
、

他
者

と
協

働
す

る
た

め
に

」
の

学
習

を
踏

ま
え

て
、

科
目

の
ま

と
め

と
し

て
(3

)「
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
」
に

お
け

る
課

題
を

探
究

す
る

学
習

が
行

わ
れ

る
こ

と
に

留
意

し
、

(1
)、

(2
)に

お
い

て
は

、
(3

)で
課

題
を

探
究

す
る

学
習

が
効

果
的

に
行

わ
れ

る
よ

う
課

題
意

識
の

醸
成

に
努

め
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

＜
「
公

共
（
仮

称
）
」
の

学
習

に
お

い
て

関
係

す
る

専
門

家
・
機

関
＞

選
挙

管
理

委
員

会
、

企
業

、
経

済
団

体
、

起
業

家
、

弁
護

士
、

報
道

機
関

、
消

費
者

セ
ン

タ
ー

、
留

学
生

、
N

P
O

、
N

G
O

・
・
・

＜
「
公

共
（
仮

称
）
」
に

お
い

て
考

え
ら

れ
る

学
習

活
動

の
例

＞
討

論
、

デ
ィ

ベ
ー

ト
、

模
擬

選
挙

、
模

擬
投

票
、

模
擬

裁
判

、
外

部
の

専
門

家
の

講
演

、
新

聞
を

題
材

に
し

た
学

習
、

体
験

活
動

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

準
備

と
振

り
返

り
・
・
・

※
「
公

共
（
仮

称
）
」
に

お
い

て
は

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

観
点

か
ら

、
経

済
、

法
、

情
報

発
信

な
ど

に
対

し
て

主
体

的
に

参
画

す
る

力
を

育
む

中
核

的
機

能
を

担
う

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
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現
代

社
会

の
課

題
を

捉
え

、
考

察
す

る
た

め
の

基
準

と
な

る
概

念
や

理
論

を
、

古
今

東
西

の
知

的
蓄

積
を

通
し

て
習

得
す

る
。

立
場

や
文

化
に

よ
っ

て
意

見
の

異
な

る
様

々
な

課
題

に
つ

い
て

、
そ

の
背

景
に

あ
る

考
え

方
を

踏
ま

え
て

よ
り

よ
い

解
決

の
在

り
方

を
協

働
的

に
考

察
し

、
公

正
に

判
断

、
合

意
形

成
す

る
力

を
養

う
。

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
、

様
々

な
課

題
の

発
見

・
解

決
に

向
け

た
探

究
を

行
い

、
「
平

和
で

民
主

的
な

国
家

及
び

社
会

の
形

成
者

」
と

し
て

必
要

な
資

質
・
能

力
を

養
う

。

新
選

択
科

目
「
政

治
・
経

済
」

(仮
称

)

新
選

択
科

目

「
倫

理
」

(仮
称

)

公
共

的
な

事
柄

に
自

ら
参

画
し

よ
う

と
す

る
意

欲
や

態
度

を
育

み
、

現
代

社
会

に
生

き
る

人
間

と
し

て
の

在
り

方
生

き
方

に
つ

い
て

の
自

覚
を

一
層

深
め

る
学

習
を

充
実

新
必

履
修

科
目

「
公

共
」

(仮
称

)の
構

成

自
立

し
て

思
索

を
行

う
と

と
も

に
、

他
者

と
共

に
生

き
る

主
体

を
育

む
「
倫

理
」

※
思

想
史

的
知

識
の

習
得

に
終

始
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

国
家

及
び

社
会

の
形

成
に

、
よ

り
積

極
的

な
役

割
を

果
た

す
主

体
を

育
む

「
政

治
・
経

済
」

※
制

度
・
仕

組
み

の
知

識
の

習
得

に
終

始
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
公
民
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
た
た
き
台
案
）

※
現

行
の

選
択

必
履

修
科

目
「
現

代
社

会
」
同

様
に

１
科

目
で

も
っ

て
公

民
科

の
教

科
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

の
で

き
る

新
必

履
修

科
目

「
公

共
」

(仮
称

)を
設

置
す

る
こ

と
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

科
目

は
、

「
現

代
社

会
」
に

お
け

る
三

つ
の

大
項

目
相

互
の

関
係

や
学

習
内

容
に

お
い

て
共

通
す

る
点

が
多

く
、

そ
の

発
展

と
捉

え
る

こ
と

も
で

き
る

こ
と

か
ら

、
「
現

代
社

会
」
に

つ
い

て
は

科
目

を
設

置
し

な
い

こ
と

も
含

め
検

討
す

る
。

平
成

２
８

年
２

月
２

９
日

教
育

課
程

部
会

社
会

・
地

理
歴

史
・

公
民

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
資

料
７
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(1
)現

代
に

生
き

る
自

己
の

課
題

(2
)人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方

(3
)現

代
と

倫
理

ア
人
間
と
し
て
の
自
覚

イ
国
際
社
会
に
生
き
る

日
本
人
と
し
て
の
自
覚

倫
理

現
行

公
民

科
目

＜
科
目
構
成
の
考
え
方
＞

・
新
必
履
修
科
目
「
公
共
（
仮
称
）
」
で
習
得
し
た
個
人
が
判
断
す
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
方
を
基
盤
と
し
、
古
今
東
西
の
幅
広
い
知
的
蓄
積
を
通
し
て

よ
り
深
く
思
索
す
る
た
め
の
概
念
や
理
論
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
現
代
の
倫
理
的
諸
課
題
を
探
究
し
、
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
を
よ
り
深
く
自
覚

し
、
人
格
の
完
成
に
向
け
て
自
己
の
生
き
方
の
確
立
を
図
る
主
体
を
育
む
「
倫
理
」
に
発
展
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
に
、
思
想
史
の
断
片
的
な
知
識
の
暗
記
中
心
か
ら
、

「
倫
理
的
価
値
の
理
解
」
を
基
に
し
た
「
考
え
る
倫
理
」
に
転
換
す
る
。

ア
現
代
に
生
き
る

人
間
と
し
て
の
倫
理

イ
現
代
の
諸
課
題
と
倫
理

⇒
現

代
に

生
き

る
人

間
の

倫
理

的
課

題
に

つ
い

て
思

索
を

深
め

、
論

理
的

思
考

力
を

身
に

付
け

、
自

己
の

生
き

方
の

確
立

を
図

る
た

め
に

探
究

す
る

。
（
例

）
生

命
、

環
境

、
家

族
、

地
域

社
会

、
情

報
社

会
、

文
化

と
宗

教
、

国
際

平
和

と
人

類
の

福
祉

、
科

学
・
技

術
、

動
物

、
経

済
社

会
な

ど
に

お
け

る
倫

理
的

課
題

新
選

択
科

目
(案

)

⇒
自

己
の

生
き

方
を

見
つ

め
直

し
、

自
ら

の
悩

み
や

体
験

を
振

り
返

り
、

「
公

共
（
仮

称
）
」
で

取
り

扱
っ

た
社

会
と

の
関

わ
り

に
加

え
て

、
自

己
の

課
題

を
他

者
、

集
団

、
生

命
や

自
然

な
ど

と
の

関
わ

り
も

視
点

と
し

て
捉

え
、

多
面

的
・
多

角
的

に
考

察
し

、
思

索
を

深
め

る
。

（
考

察
の

対
象

）
人

間
存

在
。

愛
、

正
義

、
幸

福
な

ど
の

倫
理

的
な

価
値

(1
)

自
己

の
課

題
と

人
間

と
し

て
の

在
り

方
生

き
方新
必
履
修
科
目

「
公
共
」
(仮
称
)

⑴
「
公

共
」の

扉
⑴

「
公

共
」の

扉

新
必

履
修

科
目

で
育

ま
れ

た
資

質
・能

力
を

活
用

し
、
思

索
を

深
め

る
科

目

⑵
自

立
し

た
主

体
と

し
て

社
会

に
参

画
し

、
他

者
と

協
働

す
る

た
め

に
⑵

自
立

し
た

主
体

と
し

て
社

会
に

参
画

し
、

他
者

と
協

働
す

る
た

め
に

⑶
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
⑶

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に

新
選
択
科
目

「
倫
理
」
(仮
称
)

資
質

・
能

力

○
現

代
社

会
に

生
き

る
人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方
に

つ
い

て
の

よ
り

深
い

自
覚

○
現

代
の

諸
課

題
を

捉
え

、
よ

り
深

く
思

索
す

る
た

め
の

概
念

や
理

論
の

理
解

○
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
概

念
や

理
論

を
活

用
し

、
論

理
的

に
思

考
し

、
思

索
を

深
め

、
説

明
す

る
力

一
部

移
行

拡
充

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
公
民
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
た
た
き
台
案
）
Ⅰ

(2
)

現
代

の
諸

課
題

と
倫

理
探

究

【
学
習
活
動

の
例
】

・
我

が
国

を
含

む
古

今
東

西
の

先
哲

た
ち

の
基

本
的

な
考

え
方

を
手

掛
か

り
と

す
る

た
め

、
先

哲
の

原
典

を
読

む

・
哲

学
に

関
わ

る
対

話
的

手
法

等
も

活
用
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(1
)現

代
の

政
治

(2
)現

代
の

経
済

(3
)現

代
社

会
の

諸
課

題

ア
現
代
経
済
の 仕
組
み
と
特
質

イ
国
民
経
済
と
国
際
経
済

政
治
・
経
済

現
行

公
民

科
目

＜
科
目
構
成
の
考
え
方
＞

・
小
・
中
学
校
社
会
で
身
に
付
け
た
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
を
基
盤
に
、
新
必
履
修
科
目
で
習
得
し
た
選
択
・
判
断
の
基
準
と
な
る
概
念
を
活
用
し
、
現
代

日
本
の
政
治
や
経
済
の
諸
課
題
や
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
役
割
な
ど
、
正
解
が
一
つ
に
定
ま
ら
な
い
現
実
社
会
の
諸
課
題
を
協
働
し
て
探
究
し
、
国
家
・
社

会
の
形
成
に
よ
り
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
主
体
を
育
む
「
政
治
・
経
済
」
に
発
展
さ
せ
る
。

ア
現
代
日
本
の

政
治
や
経
済
の
諸
課
題

イ
国
際
社
会
の

政
治
や
経
済
の
諸
課
題

新
選

択
科

目
(案

)

⇒
現

代
の

国
際

政
治

・
経

済
に

関
わ

る
概

念
や

理
論

、
複

雑
な

国
際

政
治

・
経

済
の

特
質

を
捉

え
、

そ
れ

を
説

明
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

解
決

策
を

探
究

す
る

。

（
課

題
例

）
国

際
平

和
と

人
類

の
福

祉
に

寄
与

す
る

日
本

の
役

割
、

国
際

経
済

に
お

け
る

日
本

の
役

割
、

地
球

環
境

と
資

源
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

・
・
・

(2
) 
グ

ロ
ー

バ
ル

化
が

進
む

国
際

政
治

・
経

済

⇒
「
公

共
（
仮

称
）
」
で

取
り

扱
っ

た
法

や
民

主
政

治
、

現
代

経
済

に
つ

い
て

、
そ

れ
ら

を
構

成
す

る
様

々
な

専
門

領
域

を
深

く
追

究
し

、
複

雑
な

現
代

政
治

・
経

済
の

特
質

を
捉

え
る

と
と

も
に

、
そ

の
解

決
策

を
探

究
す

る
。

（
課

題
例

）
望

ま
し

い
政

治
の

仕
組

み
及

び
主

権
者

と
し

て
の

政
治

参
加

の
在

り
方

、
経

済
活

動
の

在
り

方
と

福
祉

の
向

上
の

関
連

、
少

子
高

齢
社

会
と

社
会

保
障

制
度

・
・
・

(1
) 
民

主
政

治
の

基
本

原
理

と
現

代
の

経
済

新
必
履
修
科
目

「
公
共
」
(仮
称
)

⑴
「
公

共
」
の

扉

新
必

履
修

科
目

で
育

ま
れ

た
資

質
・能

力
を

活
用

し
、

社
会

形
成

に
向

か
う

科
目

⑵
自

立
し

た
主

体
と

し
て

社
会

に
参

画
し

、
他

者
と

協
働

す
る

た
め

に
⑵

自
立

し
た

主
体

と
し

て
社

会
に

参
画

し
、

他
者

と
協

働
す

る
た

め
に

⑶
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
⑶

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に

新
選
択
科
目

「
政
治
・
経
済
」
(仮
称
)

資
質

・
能

力

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
公
民
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
案
）
Ⅱ

ア
民
主
政
治
の
基
本
原
理
と

日
本
国
憲
法

イ
現
代
の
国
際
政
治

○
国

際
社

会
に

お
い

て
、

国
家

・
社

会
の

形
成

に
よ

り
積

極
的

な
役

割
を

果
た

そ
う

と
す

る
意

欲
や

態
度

○
正

解
が

一
つ

に
定

ま
ら

な
い

、
現

実
社

会
の

複
雑

な
諸

課
題

の
解

決
策

を
探

究
す

る
た

め
に

必
要

な
概

念
の

理
解

○
社

会
に

見
ら

れ
る

複
雑

な
課

題
を

把
握

し
、

説
明

す
る

と
と

も
に

、
身

に
付

け
た

判
断

基
準

を
根

拠
に

解
決

策
を

構
想

す
る

力

○
構

想
し

た
こ

と
の

妥
当

性
や

効
果

、
実

現
可

能
性

な
ど

を
踏

ま
え

て
議

論
し

、
合

意
形

成
に

向
か

う
力

探
究

探
究

探
究

【
学
習
活
動

の
例
】

・
複

雑
な

現
実

社
会

の
諸

課
題

を
取

り
扱

い
、

協
働

し
て

課
題

の
解

決
策

を
探

究
す

る

・
討

論
、

デ
ィ

ベ
ー

ト
な

ど
の

手
法

等
も

活
用
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